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５月度生涯研
　

糖
尿
病
患
者
で
は
、
内
臓

の
脂
肪
細
胞
か
ら
ア
デ
ィ
ポ

サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐

α
）
が
産
生
分
泌
さ
れ
て
い

る
。
内
臓
脂
肪
蓄
積
時
に

は
、「
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
」
の
分

泌
異
常
が
生
じ
、
多
彩
な
病

態
へ
と
繋
が
る
。

　

一
方
、
歯
周
炎
で
も
同
種

の
生
理
活
性
物
質
の
「
Ｔ
Ｎ

Ｆ
‐
α
」
が
放
出
さ
れ
歯
周

病
を
悪
化
さ
せ
る
。
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
に
歯
周
病
菌
が
繁
殖

す
る
と
、
免
疫
細
胞
で
あ
る

白
血
球
が
歯
周
病
菌
を
退
治

す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
く

る
。
白
血
球
が
歯
周
病
菌
の

出
す
毒
素
に
触
れ
て
あ
る
物

質
を
放
出
す
る
。
こ
の
物
質

が
「
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
」
で
あ

る
。

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
に
よ
る
歯
周

組
織
破
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

糖
尿
病
と
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
血
液
を
介
し
て
何
ら
か

の
相
関
関
係
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
研
究
が
進
め
ら
れ

て
き
た
結
果
、
歯
周
病
が
糖

尿
病
を
悪
化
さ
せ
、
ま
た
、

糖
尿
病
が
歯
周
病
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
が
近
年
の
研
究
で

判
明
し
て
き
た
。

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
は
血
液
中
の

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
妨
げ

る
作
用
（
イ
ン
ス
リ
ン
の
抵

抗
性
）が
あ
る
。歯
周
病
や
糖

尿
病
で
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
を
多
く

放
出
し
て
い
る
場
合
、
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
が
低
下
し
余

っ
た
ブ
ド
ウ
糖
が
血
液
中
に

溜
ま
り
、
高
血
糖
と
な
り
糖

尿
病
が
一
気
に
進
行
す
る
。

　

糖
尿
病
に
な
る
と
糖
質
の

代
謝
が
低
下
し
、
糖
質
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
営
む
各

土
井
英
暉
（
東
成
区
）

歯
周
病
と
全
身
疾
患―

特
に
関
係
あ
る
糖
尿
病
に
つ
い
て 

③
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組
織
の
活
動
に
影
響
が
出

る
。
脂
肪
や
蛋
白
の
代
謝
ま

で
阻
害
さ
れ
、
ア
ン
モ
ニ
ア

・
ケ
ト
ン
体
の
代
謝
産
物
が

体
内
に
溜
ま
り
酸
性
体
質
と

な
り
、
生
体
の
免
疫
力
は
低

下
す
る
。

　

こ
の
事
に
よ
り
、
歯
周
病

に
よ
る
歯
茎
の
炎
症
が
悪
化

す
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
Ｔ
Ｎ

Ｆ
‐
α
が
多
く
放
出
さ
れ
る

一
方
、
糖
尿
病
に
よ
る
脂
肪

細
胞
か
ら
も
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
が

放
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
相
乗

作
用
に
よ
り
糖
尿
病
・
歯
周

病
も
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
。

こ
の
悪
循
環
を
く
り
返
す

と
、
軽
度
の
糖
尿
病
・
歯
周

病
も
と
も
に
重
度
の
疾
患
へ

と
進
展
す
る
。

　

歯
周
病
を
治
療
し
た
り
抗

生
物
質
を
飲
用
し
歯
周
病
が

良
く
な
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
必
要
量
も
減
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
歯
周
病
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
歯
周
局
所
か
ら
の

持
続
的
な
「
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐
α
」

「
Ｉ
Ｌ
‐
６
」「
Ｉ
Ｌ
‐
１

β
」
の
産
生
が
減
少
す
る
と

と
も
に
、
炎
症
が
軽
減
消
失

す
る
。
そ
の
結
果
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
及
び
、
血
糖
コ
ン

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
は〝
Ｍ
Ｉ
〟

正
確
な
歯
面
処
理
法
な
ど
紹
介

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
５
月
18
日
、
５
月

度
生
涯
研
修
講
座
「
最
小
限

の
生
体
侵
襲
に
よ
る
効
果
的

な
欠
損
補
綴
法―

接
着
ブ
リ

ッ
ジ―

」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
講
師
は
、
大
阪

大
学
顎
口
腔
機
能
再
建
学
教

授
で
あ
る
矢
谷
博
文
氏
が
務

め
た
。
新
た
に
保
険
導
入
さ

れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
た

め
、
97
人
の
参
加
が
あ
り
盛

会
で
あ
っ
た
。

　

矢
谷
氏
は
、
現
代
の
医
療

は
Ｄ
Ｏ
Ｓ
か
ら
Ｐ
Ｏ
Ｓ
へ
と

パ
ラ
ダ
イ
ム
が
シ
フ
ト
し
て

行
く
時
代
で
あ
り
、
生
体
侵

襲
を
最
小
限
に
す
る
Ｍ
Ｉ

（Minimum Intervention

）

と
い
う
概
念
が
浸
透
し
、
そ

の
最
大
の
担
い
手
は
接
着
歯

学
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

接
着
歯
学
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
１
９
８
０
年
の
岡
山

大
学
の
山
下
敦
教
授
の
発
表

が
世
界
的
に
も
現
在
の
礎
に

な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

歯
質
な
ら
び
に
金
属
の
表
面

処
理
法
、
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
の

リ
テ
イ
ナ
ー（
支
台
歯
）
の

デ
ザ
イ
ン
、
接
着
阻
害
因
子

な
ど
に
関
す
る
基
礎
研
究
を

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ

を
臨
床
応
用
に
ま
で
発
展
さ

せ
た
金
属
接
着
プ
ラ
イ
マ
ー

の
効
果
、
象
牙
質
に
対
す
る

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ａ
に
よ
る
プ
ラ
イ
ミ

ン
グ
処
理
と
リ
ン
酸
処
理
に

続
い
て
、
表
面
の
コ
ラ
ー
ゲ

ン
層
を
除
去
す
る
目
的
で
行

う
次
亜
塩
素
酸
処
理
に
関
す

る
研
究
成
果
も
説
明
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
接
着
ブ
リ
ッ
ジ

の
長
期
予
後
成
績
に
つ
い
て

は
、
岡
山
大
学
で
の
臨
床
応

用
に
お
い
て
、
一
般
的
な

Cr-Br

と
比
較
し
て
も
10
年

経
過
時
で
の
生
存
率
は
大
差

な
く
、
正
確
な
金
属
面
処

理
、
歯
面
処
理
、
リ
テ
イ
ナ

ー
デ
ザ
イ
ン
な
ど
テ
ク
ニ
カ

ル
な
面
を
ク
リ
ア
さ
え
す
れ

ば
、
脱
離
に
関
し
て
は
神
経

質
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
ま

た
脱
離
し
て
も
生
体
に
対
す

る
侵
襲
は
少
な
く
、
リ
ピ
ー

ト
・
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
と
述
べ
た
。

　

矢
谷
氏
は
、
最
後
に
「
エ

ナ
メ
ル
質
は
鎧
な
り
」「
象

牙
質
は
歯
髄
な
り
」
と
講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。

�

（
淀
川
区
・
林
哲
平
）

ト
ロ
ー
ル
状
態
が
改
善
し
、

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
が
低
下
す

る
。

　

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
１
％
減
る

こ
と
は
、
相
当
意
義
が
あ

る
。
糖
尿
病
に
関
連
し
た
死

亡
（
心
筋
梗
塞
含
む
）
の
危

険
度
は
25
％
も
軽
減
さ
れ

た
。
ま
た
、
心
筋
梗
塞
発
病

の
リ
ス
ク
が
18
％
減
、
脳
卒

中
の
発
生
リ
ス
ク
が
15
％

減
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
手
足
の
切
断
が
40

％
、
失
明
（
網
膜
症
）
の
原

因
と
な
る
小
血
管
の
障
害
が

30
％
改
善
さ
れ
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
る
。 

（
つ
づ
く
）

　

「
日
常
の
歯
科
臨
床
」
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
た
と
え

ど
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
状
況
に

あ
っ
て
も
、
憎
し
み
や
復
讐

の
念
を
乗
り
越
え
、
高
潔
と

献
身
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

と
分
か
っ
た
か
ら
で
す
」

と
。

　

本
書
を
ひ
も
解
く
と
、
い

か
に
自
分
が
無
知
で
あ
る
か

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
同
時

に
、
知
る
こ
と
の
喜
び
と
戦

争
や
暴
力
を
な
く
す
具
体
的

な
解
決
法
に
感
動
し
た
。

　

39
例
目
に
、
英
国
の
権
威

あ
る
医
学
雑
誌
「
ラ
ン
セ
ッ

ト
」
の
編
集
長
が
「
ラ
ン
セ

ッ
ト
を
読
ん
で
も
世
界
観
は

変
わ
ら
な
い
！
」
と
話
し
て

い
る
。
本
書
を
読
む
と
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
提
唱
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
参
加
す
る

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
＋
２
」
と
あ
る

の
は
、
日
本
人
の
た
め
の
２

つ
の
解
決
法
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
を
風
化
さ
せ
な

い
」
と
「
平
和
憲
法
を
世
界

に
広
げ
よ
う
」
の
２
例
を
監

訳
者
の
松
井
和
夫
氏
が
補
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
是
非
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

�

（
堺
市
・
山
上
紘
志
）

　

「
戦
争
な
ん
て
、
な
く
な

ら
な
い
」
そ
う
思
い
込
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
世
界
各
国
の

創
造
的
な
活
動
か
ら
学
ぶ
、

誰
で
も
で
き
る
平
和
の
実
践

法
１
０
１
＋
２
例
。

　

本
書
は
核
戦
争
に
反
対
す

る
医
師
の
会
が
、
発
足
後
20

周
年
を
記
念
し
て
出
版
し

た
。
原
著
は
「
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｇ

Ｈ　

Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｈ
Ｅ

Ｄ
」
で
、
著
者
は
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
け
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師

会
議
）
の
元
共
同
議
長
の
メ

リ
ー
ウ
イ
ン
・
ア
シ
ュ
フ
ォ

ー
ド
氏
。

　

彼
女
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。「
ま
さ
か
こ
の
本

を
書
く
こ
と
で
、
私
の
世
界

観
が
こ
れ
ほ
ど
変
わ
る
こ
と

な
ど
予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ま
世
界
の
市
民

社
会
が
、
暴
力
、
気
候
変

動
、
人
権
、
環
境
悪
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私

が
聞
い
た
話
は
ど
れ
も
驚
く

ほ
ど
創
造
性
に
富
み
、
勇
敢

か
つ
大
胆
な
も
の
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
話
を
聞
く
う
ち

に
、
私
の
絶
望
は
楽
観
主
義

第23回 医療研究集会の演題募集　テーマ「生
い の ち

命―その重さと尊さ　生
い の ち

命―その喜びと希望」
分科会・ポスターセッションの演題募集期間を延長！＜６月末日まで＞

　今回の開催地は宮城県です。「生命―その重さ
と尊さ　生命―その喜びと希望」をメインテ－マ
に、ジャーナリスト（朝日新聞記者）・伊藤千尋
氏の記念講演「人の活き活きと生きる社会―特派
員が見た世界から」、共同調査「開業医の病診連
携に関する実態調査」結果報告、「戦争と医療」
「子育て支援」「働く人の健康と過労自殺」の３
つのシンポジウムなどを予定しています。
　また、日常診療の向上を目的として５つのテ－
マでの分科会やポスタ－セッションを設けており
ます。主な開催要項は次の通りです。

日　時　10月11日（土）15時～21時（19時～レセプション）
　　　　10月12日（日）９時～16時
会　場　仙台国際センター
申込み　�06-6568-7731
内　容
10月11日（土）
　●共同調査報告
　　「開業医の病診連携に関する実態調査」
　●記念講演
　　「人の活き活きと生きる社会―特派員が見た
　　世界から」� ジャーナリスト・伊藤�千尋�氏

10月12日（日）
　●分科会等（午前）
　�①在宅医療・介護／②医科／③歯科診療の研究
と工夫／④公害・環境・職業病／⑤医学史・医
療運動史・医療と裁判／ポスターセッション
　●シンポジウム（午後）
　�①「戦争と医療～東北の視点から」②「子育て
支援―悩める思春期」③「過重労働、成果主義
時代の過労自殺の特徴と対策」

主　催　全国保険医団体連合会

後期高齢者医療制度学習会
参加者から怒りの声が噴出

北河内地区

　

枚
方
市
内
で
５
月
25
日
、

８
自
治
会
主
催
で
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
関
す
る
学
習

会
が
開
か
れ
、
市
民
25
人
が

参
加
し
た
。
講
師
を
務
め
た

小
山
榮
三
氏
（
協
会
理
事
・

相
談
役
）
と
広
瀬
ひ
と
み
氏

（
枚
方
市
会
議
員
）
が
制
度

の
内
容
や
影
響
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

参
加
し
た
市
民
か
ら
は

「
医
療
施
設
が
少
な
い
か
ら

医
療
が
制
限
さ
れ
る
な
ら
ま

だ
し
も
、
医
療
施
設
は
た
く

切
ら
れ
在
宅
の
受
け
皿
も
な

い
。
ま
さ
に
姥
捨
て
山
法

だ
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
生

き
て
い
け
な
い
」
と
怒
り
や

戸
惑
い
の
声
が
噴
出
し
た
。

　

小
山
氏
は
「
国
の
予
算
が

国
民
の
生
活
の
た
め
に
振
り

分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

制
度
に
は
弱
者
切
り
捨
て
の

市
場
優
先
主
義
が
顕
著
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘

し
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
中
止
・
撤
回
し
か
な

い
」
と
訴
え
た
。

さ
ん
あ
る
の

に
、
月
６
千
円

に
上
限
が
決
め

ら
れ
て
、
医
療

に
か
か
れ
な
く

な
る
の
は
お
か

し
い
。
ま
さ
に

差
別
医
療
だ
」

「
長
く
入
院
も

で
き
な
い
、
リ

ハ
ビ
リ
も
打
ち

５月15日に行われた反対集会の様子
を話す小山氏＝５月25日、枚方市内

脱離しても生体の侵襲は少ないと説明する
矢谷氏＝５月18日、Ｍ＆Ｄホール　　　　

かもがわ出版（2730円）。協会
価格2600円（在庫限りあり）　


